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項 目 要  約 

１．研究の概要 大型酸化物高速炉を対象に、炉心形状の工夫（断面形状が中央で

高い凸型炉心）や、燃料溶融時に中性子自己遮蔽効果が低減して中

性子吸収率が増大する軸芯燃料を用いることにより、炉心固有の特

性によって再臨界を防止する固有安全高速炉炉心の検討を目的と

して、以下の研究開発を行う。 

１)再臨界解析評価及び凸型炉心設計

２)凸型炉心に関わる炉心・安全特性検討

３)再臨界防止用軸芯燃料の開発

２．総合評価 
Ａ

・高速炉における燃料の溶融を伴う事故時の再臨界を防止すること

を目的として、燃料の仕様や炉心形状の工夫を通して、その可能

性を確認するに至っており、十分な成果があげられたと評価でき

る。 

・実現性を考慮しながら適宜軌道修正を行って研究を進め、再臨界

を防止する上で支配的なパラメータの相互関係に係るデータベ

ースを残したことは評価できる。一方、全体として工夫の余地は

あると思われるため、実現性についてさらなる検討がなされるこ

とに期待したい。

・今回の結果を高速炉のシステム設計にどのように役立てるかをま

とめるとより良い。 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


